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ACP普及啓発事業（案）について
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１ 練馬区におけるACPの現状（区民）

練馬区高齢者基礎調査等報告書（令和５年３月発行）より

■人生の最終段階の話し合い
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■家族や医療・介護スタッフ等との話し合いの状況
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知識がないため、何を話し合っ

ていいのかわからないから

話し合うきっかけがなかったか

ら

話し合う必要性を感じないから

話し合いたくないから

(%）高齢者一般 これから高齢期

人生の最終段階における医療・ケアについて

■話し合ったことがない理由
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１ 練馬区におけるACPの現状(専門職)

令和４年度 練馬区医療・介護資源調査報告書より

■ACP（人生会議）という言葉の認知度 ■人生の最終段階における医療・ケアについての話し合いの患者
（利用者）との実施状況

令和４年度定性ヒアリング調査（報告書）より

・ACPの解釈は専門職の中でも様々であることが分かった。
・ACP の解釈について、専門職内で共通認識していないと、一体的な関わりが進まないのではないかという意見が多数あった。
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２ 今後の事業の方向性について

4

助成 公益財団法人 正力厚生会（読売新聞社）

令和４年度調査で見えた課題

区民：ACPの実施状況は低い。実施していない理由では、きっかけがない・知らないが多い。

専門職：ACPの実施状況は3年前と比べて横ばい。ACPの認識も様々。

取組の方向性

ACPを進めていくためには、ACPの主役である区民とそれを支える専門職、両方への周知啓発が必要。

【区民向け事業】

・ACPを知る、実施するきっかけづくりの提供。

【専門職向け事業】

・ACPの共通認識を図り、実施のための実践的な研修会。
区民向け

事業

専門職向

け事業
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３ 区民向けのACP事業案について

●目指す姿

ACP（人生会議）を聞いたことがあって、一回はやったことがある

●やり方

まずは実施するきっかけづくり・入口をたくさん作る

●メインターゲット

はじめるきっかけがない・やり方が分からないと思っている人

ACPを実施したことがある・書くことのイメージがついて
いる方は、東京都発行の「わたしの思い手帳」を勧める。
※チェックシートにも「わたしの思い手帳」を掲載。

ステップアップ
自由記載式

媒体

導入
チェックシート式

ACP導入としてチェックシートを提供。
ACPの入口に立つところを後押しをする環境を
作る。
発信する内容は統一し、様々な場面を通して、
ACPに触れる機会を増やし、きっかけづくりの
提供を行う。

新
１１９
あんしん

シート

媒体 ※掲載内容を統一

場面 ※区施設以外にも拡大、ACP+あんしんシートをセットで周知

新
①

チェック

シート

新
HP

アップ

はつらつ
手帳

（①を掲載）

わが家で
生きる

（①を掲載）

施設等で
の配布

※区立施設、
消防、その他

新
在宅療養
講演会

DVD貸出し
事業

新
終活支援

在宅療養
講演会

出張講座

+あんしんシート +あんしんシート
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チェックシート案（イメージ）

表面 裏面

・A4両面刷り
・当てはまるものをチェックする形式（自由記述欄もあり）
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３ 区民向けのACP事業案について（講演会DVD貸出事業について）

現在実施している図書館後日上映会の拡大バージョンとして、町会や老人クラブなど区内団体の自主上映会を支援す

る事業として実施。DVD貸し出しと合わせて、ACPチェックリストシート（または「わが家で生きる」）を配布し、

ACP周知啓発の機会とする。

【在宅療養講演会DVD貸し出し事業（案）】

●目的：在宅療養とACPの周知

●対象：区内の団体（町会、老人クラブ、事業所など）

●申し込み条件：

①人数は10人以上目安

②会場・DVD再生機器を準備できること

③会の運営は団体が行うこと

④実施日時は平日の9時から17時であること ※職員派遣希望しない場合はいつでも可

●注意事項

・職員派遣希望の場合は1か月以上前に申込を行うこと

・DVDのみの場合は2週間以上前に申込を行うこと

・申し込みはWEBまたはFAX。
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４ 専門職向けのACP事業案について

●目指す姿

令和4年度医療・介護資源調査から、認知度、実施状況ともに1段階上昇

●メインターゲット

ACPを知らない、知っているが実践していない 区内医療介護専門職

（職種問わず）

●やり方

基本的な内容のACP勉強会（基礎編、実践編）の開催

■ACPの認知度 ■ACPの実施状況

聞いたことがあり十分に理解している

聞いたことはあるがよくわからない

聞いたことはない、わからない ほとんど行っていない

一応行っている

十分に行っている

※ 現状「聞いたことはない、わからない」方を「聞いたことはあるがよ
くわからない」状態へ、「聞いたことはあるがよくわからない」方を
「聞いたことがあり十分に理解している」状態へ複数年かけて1段階上昇
するイメージ。実施状況についても同様。

ACP勉強会（案）について

●基礎編
ACPについて基本的な知識を身に着けること
を目的とした講義形式。開催は年１回予定。
YouTube等のアーカイブを利用し、一定期
間の受講機会を設けることを検討。

●実践編
模擬的なACPの実践、アプローチ方法の習得
を目的とした、ロールプレイ等を行うグルー
プワーク形式。対面により、2回実施予定。

※ 原則、実践編への参加は基礎編の受講を必須
とする。

イメージ

基礎編
（ACPの理解）

実践編
（ACPの実践体験）

日常業務でのACP実施


